
2012/5/31 

一般財団法人ラン・フォー・ピース協会 第一期活動のご報告 

第一期：2011/5/17～2012/3/31 （ただし、法人設立前の準備期間も含めての活動報告とします） 

一般財団法人ラン・フォー・ピース協会は、毎日を健康に心豊かに暮らしたい人たちのための団体です。2011 年 5 月に創設され、チャリティつきの 

ランニング＆ウォーキングイベント（Run for Peace）開催のサポート、走る楽しさを伝える「らんらんランニングコーチ」の育成、事業の社会貢献 

性 （ソーシャルインパクト） を高める講演などの活動を通じて、 尊い志を持って社会的課題の解決に取り組む NPOなどの非営利団体を応援しています。 

l Run for Peace イベント活動実績及び、寄付金額



●決算報告（詳細別紙参照） 

売上高：5,425,052 売上総利益：4,472,457 営業利益：－219,683 当期純利益：－219,406 

●考 察 

結果として一年目は七つの『Run for Peace～ 

世界を結ぶ私の一歩～』イベントを開催できた。 

Run for Peace イベントは、それぞれ独立採算 

で運営されており、各実行委員会の尽力で、そ 

れぞれの実行委員会が決めた応援先NPOに収益 

を寄付する。 

七つのイベントで、総額３７０万円の寄付がで 

きた。少額かもしれないが、「チャリティイベ 

ントを開催する」、もしくは「はじめてチャリ 

ティイベントに参加した」など、チャリティに 

思いを馳せ、実際に行動に移すきっかけを提供 

することに、意味があると考える。 

NPO 側から見ると、今までに無い新しいファン 

ドレイジング（寄付集め）の仕組みである。 

①開催する地域を限定しない（海外でも可能） 、 

②規模を問わない（実績にあるように、最小 15 

名～最大１２５０名） 、③寄付先の NPO を自由 

に選べる。ため、一年目にも関わらず、これだ 

けの広がりをみせた。 

また、一般財団法人ラン・フォー・ピース協会 

設立の理由にもなった「311 東日本大震災」の 

影響で、支援金と義捐金の違いや、チャリティ 

への関心や参加意識が日本中で高まったこと 

も、Run for Peace イベント開催＆参加の一役 

を担った。 

ダイヤモンド社から、急がない・比べない・競 

わない“らんらんランニング”の普及を提唱す 

る『そろそろ走ろっ！』著：あきたいねみ が 

出版されたり、 TSUTAYA ビジネスカレッジに 『そ 

ろそろ走ろっ！』がラインナップされたり、マ 

スコミにも数多く取り上げていただくなど、設 

立一年目の組織であるにも関わらず、社会の応 

援を、たくさんいただくことができた。 

また、日本最大級のファンドレイジングフォー 

ラム「ファンドレイジング・日本 2012]」の公 

募セッションに、Run for Peace を『一石三鳥 

のチャリティプログラムの進め方』として選ん 

でいただき、講演させていただけた。このこと 

は、私たちの取り組みが外部の団体から評価さ 

れた証であり、自信をつけることができた。 

しかしながら、一般財団法人ラン・フォー・ピ 

ース協会の事務局は資金不足、人手不足に悩ま 

された一年であった。 

事務局長片岡峰子の献身的な働きによって何 

とか維持運営をしてきたが、一人のボランティ 

アの力に頼ることは限界に来ている。これが、 

２年目を迎えるにあたり、最大の課題である。 

売上５４０万の半分は、オレンジマフラーの売 

上である。このオレンジマフラーは、被災地・ 

気仙沼の工場で製作されている。 

その他売上は、企業の商品開発の監修、書籍の 

印税などであり、売上はほぼ１００％が事業売 

上。一年目ということもあり、寄付金や助成金 

を頂くことなく、運営された。 

支出は、公式ホームページの作成や実行委員会 

が独自でホームページを持てるようなシステ 

ムの構築に２００万円投資している。被災地へ 

の交通費１００万円と合わせ、今年の特徴的な 

支出となっている。人件費は、活動経費（実費） 

の負担のみ、基本は無償のボランティアで運営 

された。その結果とはいえ２１万円の赤字はと 

ても悔しい。 

２年目は、持続可能な財団であるために、法人 

向け研修事業の立ち上げ、企業の商品開発のサ 

ポート、個人向けランニングコーチ養成事業の 

普及など事業収入を伸ばすとともに、財団への 

寄付、助成金の確保なども模索したい。 

＜経営理念＞ 
Run for Peace～世界を結ぶ私の一歩～ 

一般財団法人ラン･フォー･ピース協会 

代表理事 秋田稲美



■一年間を振り返って 

今日で 5 月も終わり。月日のたつのは早いもの 

です。わが一般財団法人ラン・フォー・ピース 

協会は、昨年の 5 月に法人登記を完了し、正式 

な誕生から一年たったことになります。 

ほっと息つく間もなくここまで走ってきたー 

という一年でした。 

最初の Run for Peace イベントが終わったのが 

2011 年 3 月 6 日。その 5 日後に、東日本大震災 

が発生。イベントが終わって 5 日経っているに 

も関わらず、実行委員会ボラスタのメーリング 

リストには、「何か私たちにできないでしょう 

か？」という投稿が次から次へとあがりました。 

「あぁ素晴らしい仲間がここにいる！」と思っ 

たのを思い出します。 

それから支援金募集と「開けたときにわぁっと 

歓声があがるプレゼント募集（支援物資）」を 

はじめ、4 月から、プレゼントを被災地に運ん 

だり、【夢枕プロジェクト】に集まった支援金 

を寄付したり、という震災支援活動と並行して 

法人登記手続きを進めました。 

2 つ目のイベントである「平和公園 Run for 

Peace」（生田サリーリーダー）は、急きょ寄付 

先を被災地の女性支援をする団体に変更し、募 

金や物資もイベント当日集めました。 

7 月には、ふんばろう東日本支援プロジェクト 

名古屋支部発足に協力、復興支援チャリティ講 

演会（本間正人先生）開催や、被災地からゲス 

ト（南三陸町・三浦美香さん、ふんばろう代表 

西條先生）をお迎えしてのキックオフイベント 

もお手伝いさせていただきました。 

10 月には、 オレンジマフラーをして皇居の周り 

を 20 人でらんらんランニングする、というミ 

ニ Run for Peace（永田裕一リーダー）が開催 

されました。 

その後、代表理事あきたいねみの著書【そろそ 

ろ走ろっ！】が発売となり、東京、名古屋、大 

阪で記念講演会を開催しました。 

12 月には、初の関東でのイベント「辻堂海浜公 

園へ Run for Peace」（大道理映リーダー）や、 

最大規模となった「モリコロパークへ Run for 

Peace」（羽原篤史リーダー） も開催されました。 

そして、大みそかから元旦にかけては、念願叶 

って被災地でのイベントが実現。すばらしいリ 

ーダーシップのもとたった2週間で開催までこ 

ぎつけた「陸前高田へ Run for Peace」（須合啓 

リーダー）。 

Run for Peace イベントの参加証、オレンジマ 

フラー（チャリティランナーの証）を、気仙沼 

市で製作してもらい、オレンジマフラー単体で 

も販売することができるようになり、マラソン 

大会でのブース販売や、楽天市場のあさ開さん 

での販売も始まりました。 

2 月【らんらんランニングコーチ認定講座】（井 

坂直人講師）が始まり、第一期生 4 名のらんら 

んコーチが誕生しました。 

そして、3 月 4 日には、記念すべき、第 2 回目 

のリトルワールドへ Run for Peace（春藤香織 

リーダー）も開催され、【2 回目】の重みをしみ 

じみ感じました。 

3 月 18 日には、オレンジマフラーが、「東京丸 

の内駅伝」の参加賞に選ばれ、参加者、スタッ 

フ合わせ 700 人の方に届けられました。大会で 

のゼッケンやタスキも、南三陸町の女性たちに 

発注していただきました。 

振り返ると、第一期はとにかく「駆けてきた」 

ような気がします。途中で大切なことをとりこ 

ぼしたり、なおざりにしてきたりしこともある 

ような気がして、反省しきりです。 

ラン・フォー・ピース協会が一年間活動を続け 

てこられたのも、多くの方々のご協力と応援＝ 

愛の賜物です。改めて感謝申し上げます。 

☆本当にありがとうございます！！！<(_ _)> 

2 年目。今期は 4 月からスタートしています。 

第 2 期も、みなさまに、心から「Run for Peace 

っていいね！」と言っていただけるような活動 

を心がけてまいります。☆これからもどうぞよ 

ろしくお願いいたします！！！<(_ _)> 

本気の事務局長 片岡峰子（ミネッチ）


